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のドキュメントとして受けとめることができる。陶酔による麻薬依存者の〈自
己探求〉と、その果てにある〈底っき〉、そこからの〈生への反転〉としての
依存からの〈真の)回復、という事態の内実は、これまで正面から考察の対
象となることがなかった。したがって、これらの過程が言語化され、表現を
獲得することもなかった。ミシ担}はこの困難な課題に果敢に挑戦し、その
成果を我々に提示したのであった。彼は五冊の体験記録の最後の本の最終章
に、完全な自己放棄の果に宗教的とも言える(無限〉体験が、観念的ではな
くリアルな心的体験として訪れる境地を語った。そして麻薬と訣別したあと
に再び見出した日常は、外なる世界でも内なる世界でもない新たなる世界で
あった。それはまた、「狂気」のなかに閉じ込められたくわたし)から、さら
には「荒れ騒ぐ無限」に翻弄される〈わたし〉から、自由な存在としての〈わ
たし〉へと生まれ変わることができることを身をもって示すことでもあった。
このことによって、回復が非常に困難とされている麻薬依存者が死の淵から
(生への反転〉を果たし、新たな自由を獲得する一綾の望みを提示したので
あった。
